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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公開番号】特開2013-190744(P2013-190744A)
【公開日】平成25年9月26日(2013.9.26)
【年通号数】公開・登録公報2013-052
【出願番号】特願2012-58519(P2012-58519)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｅ
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月6日(2014.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　液晶プロジェクタに代表される光学装置への応用を考える場合、青色（概略波長範囲４
３０ｎｍ～５００ｎｍ）には、図１３（ａ）に示すワイヤグリッド構造ＷＧの高さが１２
０ｎｍの反射型偏光素子が適していることがわかる。また、緑色（概略波長範囲５００ｎ
ｍ～６００ｎｍ）には、ワイヤグリッド構造ＷＧの高さが１２０ｎｍ（図１３（ａ））と
１５０ｎｍ（図１３（ｂ））の間の反射型偏光素子が適している。さらに、赤色（概略波
長範囲６００ｎｍ～６８０ｎｍ）には、図１３（ｂ）に示すワイヤグリッド構造ＷＧの高
さが１５０ｎｍの反射型偏光素子が適していることがわかる。さらに、ＣＤプレーヤなど
に使用される波長７８０ｎｍ～８３０ｎｍの近赤外線レーザ光用としては、図１３（ｃ）
に示すワイヤグリッド構造ＷＧの高さが１８０ｎｍの反射型偏光素子が適していることが
わかる。
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